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松留さんが点検しているの
は室温をマイナス25度まで
下げられる倉庫の防熱扉だ

「特殊扉」をつくる現場で見た
日本人の心に通底する美意識

岸産業
大阪府堺市

文・山田清機 Seiki Yamada

写真・大西史晃 Fumiaki Onishi

TALK WITH TSUKURIBITO

新連載

「談い」には、あることについて話をする、もの
がたるという意味があります。本連載では、つ
くりびととの談いを通じて、ものづくりの醍醐
味や本質を見つめ直します。
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東
」
の
２
隻
が
日
本
周
辺
の
太
平
洋
上
に

初
め
て
同
時
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
展
開
の
意
味
に
つ
い
て
、
７
月
18

日
付
の
読
売
新
聞
は
１
面
ト
ッ
プ
記
事

で
、「
米
空
母
打
撃
群
の
迎
撃
を
想
定
し

た
演
習
」
だ
っ
た
と
す
る
日
本
政
府
関
係

者
の
分
析
を
報
じ
た
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、「
遼
寧
」
が
太
平

洋
沖
の
東
か
ら
西
に
向
か
い
、
中
国
の
防

衛
ラ
イ
ン
「
第
２
列
島
線
」
を
越
え
て
中

国
方
面
に
進
行
し
、一
方
の
「
山
東
」
は
、

沖
縄
本
島
の
南
か
ら
東
に
向
か
い
、「
遼

寧
」
を
迎
え
撃
つ
動
き
を
し
た
こ
と
だ
。

つ
ま
り
、「
遼
寧
」は
米
空
母
の
役
を
担
い
、

「
山
東
」
は
中
国
空
母
役
と
な
り
、
米
空

母
迎
撃
の
模
擬
演
習
を
し
て
い
た
と
い
う

わ
け
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
「
遼
寧
」
は
、

ま
ず
演
習
に
向
か
う
た
め
、
沖
縄
本
島
と

宮
古
島
の
間
の
宮
古
海
峡
を
通
り
、
太
平

NATIONAL STRATEGY

は
異
な
る
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
。
こ
の
た

め
、今
も
な
お
「
本
土
」、そ
し
て
「
米
国
」

と
の
間
で
摩
擦
や
わ
だ
か
ま
り
が
残
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
和
解
を
深
め
る
こ
と
は
、
日

本
の
国
家
と
し
て
の
使
命
で
あ
ろ
う
。
戦

後
80
年
を
迎
え
た
沖
縄
は
今
、
中
国
の
覇

権
主
義
的
行
動
の
主
要
舞
台
の
一
つ
と
な

っ
て
お
り
、
二
つ
の
和
解
が
進
ま
な
け
れ

ば
、
中
国
が
そ
の
間
隙
を
突
き
、
こ
の
地

域
の
軍
事
的
、
政
治
的
な
安
定
を
揺
る
が

す
懸
念
が
あ
る
。

　

中
国
軍
の
台
湾
周
辺
で
の
活
動
は
一
段

と
活
発
化
し
、
２
０
２
５
年
５
月
下
旬
か

ら
６
月
に
か
け
て
、
新
た
な
警
戒
す
べ
き

事
態
が
起
き
た
。
空
母
「
遼
寧
」
と
「
山

縄
は
、
沖
縄
戦
、
戦
後

の
米
統
治
、
大
規
模
な

米
軍
基
地
建
設
な
ど
を

経
験
し
、
日
本
本
土
と

沖

飯塚恵子
Keiko Iizuka

読売新聞編集委員

政治部次長、アメリカ総局長、
国際部長などを経て現職。上智
大学外国語学部卒。米フレッチ
ャー・スクール法律外交修士修
了。著書に「ドキュメント 誘
導工作」（中央公論新社）など。

2000年７月、クリントン米大統領と稲嶺恵一知事は沖縄県糸満市の「平和の礎」で並んで黙とうした

沖
縄
と
の
和
解
は
国
家
の
使
命

新
た
な
日
米
関
係
で
対
中
抑
止
を

WEDGE

OPINION

A
P/A

FLO

戦
後
80
年
。沖
縄
と
日
本
本
土
、沖
縄
と
米
国
と
の
間
の「
二
つ
の
和
解
」に
は
、今
も
な
お
様
々
な
課
題
が
残
る
。

中
国
の
脅
威
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、沖
縄
の
歴
史
を
理
解
し
、日
本
は
よ
り
主
体
的
に
米
国
と
向
き
合
う
べ
き
だ
。
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日本の医療は誰のものか

文・渡辺幸子、伊藤由希子、三原 岳、湯﨑英彦、
渡邊 剛、齋田瑞恵、高橋 誠、堀川惠子

編集部（横上菜月、梶田美有、大城慶吾）

日本の医療が崩壊の危機に瀕している。
国民皆保険制度により私たちは「いつでも、誰でも、どこでも」

安心して医療を受けることができるようになった。
一方、全国各地で医師の偏在が起こり、経営状況の悪化から病院の統廃合が進むなど、

従来通りの医療提供体制を持続させることが困難な時代になりつつある。
日本の医療は誰のものか─。今こそ、真剣に考えたい。

Wedge Special Report
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し
、
新
病
院
の
設
立
を
予
定
し
て
い
た
近

畿
中
央
病
院
（
近
中
病
院
）
は
、
来
年
３

月
で
診
療
休
止
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

診
療
休
止
か
ら
新
病
院
開
院
ま
で
は
、
主

に
市
立
伊
丹
病
院
が
患
者
を
受
け
入
れ

る
。
７
月
13
日
に
行
わ
れ
た
住
民
説
明
会

に
は
約
１
９
０
人
が
訪
れ
、
不
安
の
声
や

質
問
が
相
次
ぎ
、
気
づ
く
と
終
了
予
定
時

刻
を
大
幅
に
超
過
し
て
い
た
。

　

今
、
病
院
の
経
営
が
窮
地
に
立
た
さ
れ

て
い
る
。「
全
国
の
病
院
の
約
７
割
が
赤

字
」
と
い
う
報
道
を
目
に
し
た
読
者
も
少

な
く
な
い
だ
ろ
う
。
都
市
部
の
医
療
機
関

勤
務
を
志
望
す
る
医
師
の
増
加
や
一
部
診

療
科
へ
の
集
中
、
さ
ら
に
医
師
の
働
き
方

改
革
で
時
間
外
労
働
に
上
限
が
設
定
さ
れ

た
こ
と
も
相
ま
っ
て
、
必
要
な
地
域
や
診

療
科
に
お
い
て
医
師
が
足
り
な
い
状
況
が

生
ま
れ
、
多
く
の
病
院
で
医
療
提
供
体
制

の
維
持
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

冒
頭
の
新
病
院
は
、
今
秋
開
院
の
予
定

が
２
０
２
７
年
度
後
半
に
ず
れ
込
ん
だ
。

建
設
工
事
の
入
札
不
調
が
二
度
続
い
た
こ

と
や
、
開
院
予
定
地
の
自
然
由
来
成
分
に

よ
る
土
壌
汚
染
に
よ
り
対
策
工
事
が
必
要

に
な
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
だ
。

　

地
方
の
中
核
病
院
と
し
て
長
ら
く
地
域

D
AVID S

A
C

K
S

/G
ETT

YIM
AG

ES

病院統廃合や診療科縮小の動きは将来、大都市でも起こりうることだ

各地で起こる病院統廃合
このシグナルが示す意味

P a r t 1 

文・編集部（横上菜月）

一
頼
り
に
し
て
い
た
病
院

で
あ
り
、
い
つ
ま
で
も
守

っ
て
ほ
し
か
っ
た
」「
診

療
記
録
が
統
合
先
の
病
院

に
き
ち
ん
と
引
き
継
が
れ
る
の
か
不
安

だ
」「
時
間
を
か
け
て
信
頼
関
係
を
構
築

し
て
き
た
先
生
や
看
護
師
さ
ん
と
離
れ
て

し
ま
う
の
は
非
常
に
つ
ら
い
」
│
。

　

兵
庫
県
に
あ
る
市
立
伊
丹
病
院
と
統
合

「
唯

経営上の理由などから各地で病院統廃合の動きが見られ始めた。
私たちは、この現実をどのように受け止めるべきなのか。
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看護師として臨床に携わったのち、慶應義塾大学経済学部へ
入学。同大卒業後、ミシガン大学へ留学し、医療経営学、応
用経済学の修士号を取得。帰国後、ジョンソン・エンド・ジ
ョンソンのコンサルティング事業部などを経て、現職。共著
に『医療崩壊の真実』（エムディエヌコーポレーション）など。

渡辺幸子
Sachiko Watanabe

グローバルヘルスコンサルティング・
ジャパン代表取締役社長

　2020年時点の人口1000人当たりの病床

数（主に急性期医療を提供する病床）は、

経済協力開発機構（OECD）加盟国の中

で日本は最多でした。病床数が多い方が好ましいことと

感じるかもしれませんが、そうとも限りません。なぜな

ら、「医療の価値」は、医療の「質÷コスト」の方程式

で考えることができるからです。医療の質は高ければ高

いほど良いことは明らかです。しかし、提供する医療に

は様々なコストがかかっており、それが過剰になれば、

質が高くても医療の価値は低下します。例えば、病床数

が実需（医療に対する実際の需要）よりも過剰な場合、

病床余剰による収益の悪化や、後述する在院日数延伸に

よる医療従事者一人ひとりが対応する患者数が多くなる

ことで負担増につながり、離職者の増加や病院経営の持

続可能性に悪影響を及ぼす可能性もあります。その意味

で、実需に応じた病床数を目指す必要があるのです。

人口1000人当たりの急性期（一般）病床数は減少傾向だが日本は数が多い
（出所）厚生労働省「医療提供体制の国際比較」（令和4年3月4日）資料を基にウェッジ作成

（注1）G7加盟国（英国はデータなし）の急性期病床数の推移
（定義）OECDは治療を実施できる病床と定義し、産科病床や精神急性期病床も含み、リハビリ病床や長期療養病床を含まない。

Q1 日本の病床数は、世界でもトップレベルに多いと聞きます。
病床数が多いことは好ましいことなのでしょうか。

日本の医療をデータで解剖
見えざる実態をひもとく

P a r t 2

日本の医療は質が高い─。そう感じている読者は少なくないはずだ
が、果たしてそうなのか？　データから日本の医療を〝解剖〟する。

A 1
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日
本
の
保
険
診
療
で
は
、
診

療
行
為
の
一
つ
ひ
と
つ
に

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
た

診
療
報
酬
点
数
（
診
療
単

価
）
が
決
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
診
療
報
酬

点
数
と
診
療
行
為
の
件
数
の
掛
け
算
の
総

額
が
保
険
医
療
機
関
の
診
療
の
報
酬
と
な

る
。
こ
の
よ
う
な
支
払
い
方
式
を
「
出
来

高
払
い
」
と
呼
び
、
診
療
行
為
の
件
数
を

一
定
と
置
け
ば
、
医
療
機
関
に
入
る
報
酬

は
診
療
行
為
の
点
数
に
比
例
す
る
。

患
者
を
奪
い
合
う
病
院
競
争

こ
の
ま
ま
で
は〝
共
倒
れ
〟に
な
る

P a r t 3

悲
鳴
を
上
げ
る
医
療
機
関

─
。そ
の
要
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

無
自
覚
に
資
源
を
奪
い
合
っ
て
い
て
は
解
決
し
な
い
。

東京大学経済学部卒業、米ブラウン大
学経済学博士課程修了、博士（経済学）。
東京経済大学経済学部専任講師、東京
学芸大学准教授、津田塾大学総合政策
学部教授などを経て、2025年より現職。
専門は医療経済学。

伊藤由希子
Yukiko Ito

慶應義塾大学大学院
商学研究科 教授

　

医
療
機
関
の
経
営
を
大
き
く
左
右
す
る

こ
の
診
療
報
酬
は
２
年
に
一
度
、
改
定
が

行
わ
れ
て
お
り
、
毎
回
、「
医
療
費
の
抑

制
を
求
め
る
財
務
省
」
VS
「
報
酬
の
引
き

上
げ
を
求
め
る
医
療
業
界
」
と
い
う
構
図

で
攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

　

今
年
も
２
０
２
６
年
度
改
定
に
向
け
て

秋
か
ら
議
論
が
本
格
化
す
る
が
、「
物
価

高
」
が
国
民
的
な
関
心
と
な
る
中
、
医
療

業
界
で
は
診
療
所
か
ら
大
学
病
院
ま
で
、

す
で
に
各
経
営
者
団
体
か
ら
、
医
療
機
関

の
存
続
危
機
で
あ
る
と
の
問
題
提
起
が
さ

れ
て
お
り
、
彼
ら
に
有
利
な
流
れ
が
見
ら

れ
る
。
例
え
ば
、
予
算
要
求
の
下
地
で
も

あ
る
「
骨
太
の
方
針
」（
２
０
２
５
年
６

月
13
日
閣
議
決
定
）
で
は
「
医
療・介
護・

障
害
福
祉
等
の
公
定
価
格
の
分
野
の
賃
上

げ
、
経
営
の
安
定
、
離
職
防
止
、
人
材
確

保
が
し
っ
か
り
図
ら
れ
る
よ
う
、
コ
ス
ト

カ
ッ
ト
型
か
ら
の
転
換
を
明
確
に
図
る
必

要
が
あ
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

医
療
機
関
の
経
営
危
機
へ
の
対
策
は
も

ち
ろ
ん
必
要
だ
。
し
か
し
「
物
価
高
だ
か

ら
何
が
何
で
も
診
療
報
酬
を
上
げ
る
」
と

い
う
の
が
最
優
先
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
？

　

必
要
で
も
、
そ
う
で
な
く
と
も
、
診
療

報
酬
単
価
が
上
が
れ
ば
、
す
べ
て
の
医
療

機
関
の
経
営
危
機
を
緩
和
し
う
る
。
一
方

で
、
必
要
性
が
高
い
医
療
機
関
の
み
を
重

点
的
か
つ
持
続
的
に
支
援
す
る
と
い
う
調

整
は
今
の
制
度
設
計
で
は
難
し
い
。

　

そ
も
そ
も
経
営
危
機
の
原
因
は
物
価
高

だ
け
で
は
な
い
。医
療
機
関
の
収
入
は「
診

療
報
酬
単
価
」
×
「
診
療
件
数
」
で
あ
り
、

真
の
問
題
は
、
そ
の
件
数
を
決
め
る
母
体

と
し
て
の
人
口
が
今
後
頭
打
ち
に
な
る
こ

と
だ
。

　

医
療
機
関
に
と
っ
て
、
人
口
減
少
局
面

で
は
、
件
数
を
取
り
こ
ぼ
さ
な
い
こ
と
が

重
要
と
な
る
。
外
来
で
は
定
期
的
に
受
診

を
促
し
、
検
査
も
く
ま
な
く
行
い
、
入
院

に
お
い
て
は
、
病
床
は
極
力
埋
め
、
入
院

日
数
は
単
価
が
切
り
下
げ
ら
れ
な
い
ぎ
り

ぎ
り
ま
で
長
く
す
る
。
そ
し
て
来
院
す
る

救
急
の
患
者
を
断
ら
ず
、
軽
症
で
も
入
院

し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
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医
療
保
険
制
度
の
本
質
を
考
察
す
る
。

職
業
、年
齢
で
細
分
化

複
雑
に
な
っ
た
医
療
保
険
制
度

　

ま
ず
、
日
本
の
医
療
保
険
制
度
の
全
体

像
を
概
観
す
る
と
、
図
表
の
通
り
、
保
険

制
度
を
運
営
す
る
保
険
者
は
細
分
化
さ
れ

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
主
に
大
企
業
に

勤
め
る
従
業
員
と
家
族
を
対
象
に
し
た

「
健
康
保
険
組
合
」、
中
小
企
業
の
従
業
員

と
家
族
を
カ
バ
ー
す
る
「
全
国
健
康
保
険

協
会
」（
協
会
け
ん
ぽ
）、
公
務
員
や
家
族

な
ど
が
加
入
す
る
「
共
済
組
合
」、
自
営

業
者
や
農
林
水
産
従
事
者
、
退
職
後
の
高

齢
者
で
構
成
す
る
「
国
民
健
康
保
険
（
国

保
）」（
②
）、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど

が
入
る
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」（
③
）

な
ど
に
分
か
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
健
康
保

日
本
で
は
国
民
全
員
が
何
ら

か
の
公
的
保
険
制
度
に
入

る
「
国
民
皆
保
険
」
が
採

用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
仕

組
み
の
お
か
げ
で
、
我
々
は
急
な
病
気
や

ケ
ガ
の
治
療
費
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
原

則
３
割
に
負
担
を
抑
え
ら
れ
る
た
め
、
生

活
が
不
安
定
に
な
ら
ず
に
済
ん
で
い
る
。

　

だ
が
、
多
く
の
国
民
が
保
険
料
を
天
引

き
で
徴
収
さ
れ
て
い
る
た
め
か
、
基
本
的

な
概
念
が
理
解
さ
れ
な
い
ま
ま
、
近
年
は

「
手
取
り
を
増
や
す
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
下
、
保
険
料
や
税
金
の
国
民
負
担
ば

か
り
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
印
象
も
受

け
る
。
本
稿
で
は
、
医
療
保
険
制
度
の
全

体
像
を
概
観
し
た
上
で
、
国
民
皆
保
険
の

根
幹
を
支
え
る
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

の
「
秘
史
」
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
公
的

1973年生まれ。早稲田大学政治経済学
部卒業。時事通信、東京財団研究員な
どを経て2017年10月に入職。著書に『地
域医療は再生するか』（医薬経済社）
など。専門は医療・介護・福祉、政策
過程論。

三原 岳
Takashi Mihara

ニッセイ基礎研究所 
保険研究部 上席研究員

知
ら
れ
ざ
る
国
民
健
康
保
険
の
歴
史

医
療
保
険
の
本
質
と
は
？

P a r t 5

皆
で
支
え
合
う
国
民
皆
保
険
は
、ど
こ
か
を
削
れ
ば
誰
か
に
負
担
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。

助
け
合
い
の
精
神
が
基
と
な
り
生
ま
れ
た
医
療
保
険
制
度
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
。

国民健康保険の発祥地の一つである埼玉・越谷市役所前には「相扶共済」の文言が記載された石碑が建つ
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透析医療のあり方に一石を投じるためにも、まずは人工透析の現状を国民の中で共有する必要がある

国
内
に
34
万
人
の
患
者
を
抱

え
る
血
液
透
析
業
界
に

今
、異
変
が
起
き
て
い
る
。

右
肩
上
が
り
で
伸
び
て
き

た
患
者
数
が
頭
打
ち
と
な
り
、
２
０
２
２

年
、
つ
い
に
微
減
に
転
じ
た
。
減
少
ト
レ

ン
ド
は
今
後
も
続
く
と
予
想
さ
れ
る
。
患

者
の
層
も
変
わ
っ
た
。
か
つ
て
過
半
を
占

め
た
就
労
世
代
が
、
今
や
圧
倒
的
に
高
齢

者
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
手
つ
か
ず
で
き
た

終
末
期
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

人
工
透
析
（
血
液
透
析
）
が
、
公
的
医

療
保
険
制
度
の
財
政
圧
迫
要
因
と
し
て
批

判
さ
れ
て
久
し
い
。
年
間
医
療
費
は
約
１

兆
６
０
０
０
億
円
と
、全
医
療
費
の
４
％
。

透
析
患
者
一
人
当
た
り
で
は
年
５
０
０
万

円
台
で
、「
透
析
患
者
10
人
で
ビ
ル
が
建

つ
」な
ど
と
揶
揄
さ
れ
た
時
代
も
あ
っ
た
。

　

慢
性
の
経
過
で
失
わ
れ
た
腎
機
能
は
再

生
し
な
い
。
血
液
透
析
は
、
死
す
べ
き
定

め
に
あ
る
患
者
の
命
を
永
ら
え
る
こ
と
の

で
き
る
腎
不
全
医
療
の
切
り
札
だ
。
そ
う

い
う
事
情
も
あ
っ
て
、
患
者
の
月
額
負
担

は
公
的
助
成
制
度
に
よ
り
最
大
２
万
円
に

抑
え
ら
れ
て
い
る
。

　

血
液
透
析
業
界
は
、
成
長
が
見
込
め
る

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
も
関
心
を
集
め
て

1969年広島県生まれ。ノンフィクショ
ン作家。広島大学特別招聘教授。共著
『チンチン電車と女学生』（講談社）を
皮切りに、ノンフィクション作品を
次々と発表。『原爆供養塔』（文藝春秋）
で第47回大宅壮一ノンフィクション
賞、近著の『暁の宇品』（講談社）で
第48回大佛次郎賞を受賞。

堀川惠子
Keiko Horikawa

ノンフィクション作家

夫の看病で感じた大きな矛盾
透析患者の尊厳を守るには

P a r t 6

誰もが当事者になりうる人工透析は壮絶な治療でもある。
患者と家族が切に願う、透析医療のあり方を問う。
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混
乱
を
も
た
ら
す
懸
念
が
指
摘
さ
れ
て
き

た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
軍
事
力
や
経
済
力

を
駆
使
し
て
威
圧
し
、
時
に
行
使
す
る
よ

う
な
行
動
が
加
わ
れ
ば
、
事
態
の
収
拾
は

一
層
困
難
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

た
と
え
ば
、
対
ロ
交
渉
が
行
き
詰
ま
る

中
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
武
器
提
供
を
通
じ

て
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
て
い
る
。
対
ロ
交
渉

に
希
望
が
持
て
な
く
な
れ
ば
、
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
は
ど
の
よ
う
な
行
動
に
出
る
の

か
。
北
朝
鮮
と
再
び
交
渉
を
行
う
意
欲
を

感
じ
さ
せ
る
が
、
ロ
シ
ア
の
後
ろ
盾
を
得

た
北
朝
鮮
の
強
気
な
姿
勢
の
前
に
前
進
が

み
ら
れ
な
け
れ
ば
、一
体
ど
う
す
る
の
か
。

そ
う
し
た
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
否
定
で

き
な
い
と
こ
ろ
に
恐
ろ
し
さ
が
あ
る
。

　

他
方
で
、
米
国
は
「
劇
場
」
の
よ
う
な

関
税
政
策
で
関
係
国
を
日
々
翻
弄
し
て
い

る
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
50
％
、
欧
州
連
合
（
Ｅ

NATIONAL STRATEGY

米
軍
の
精
密
打
撃
が
行
わ
れ
た
。
再
選
を

実
現
さ
せ
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
票
田
は

海
外
へ
の
紛
争
に
米
国
が
関
与
す
る
こ
と

に
批
判
的
で
あ
っ
た
は
ず
で
、
そ
の
意
味

で
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
政
治
的
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
を
見
失
っ
た
と
も
い
え
る
。

そ
れ
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
い
え
ど
も
、

問
題
の
解
決
に
軍
事
力
が
有
用
だ
と
い
う

「
軍
事
主
義
」
の
考
え
に
魅
せ
ら
れ
て
し

ま
う
こ
と
を
見
せ
つ
け
た
。

　

軍
事
主
義
が
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
直
感

的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
交
わ
る
こ
と

は
、極
め
て
危
険
だ
。
世
界
の
紛
争
に「
ピ

ー
ス
メ
ー
カ
ー
」
と
し
て
関
与
し
よ
う
と

試
み
る
姿
勢
で
す
ら
、
当
事
国
に
外
交
的

月
、
イ
ラ
ン
核
施
設
に

対
し
て
、
破
壊
力
が
極

め
て
大
き
い
バ
ン
カ
ー

バ
ス
タ
ー
な
ど
に
よ
る

６

佐橋 亮
Ryo Sahashi

東京大学東洋文化研究所 教授

1978年生まれ。国際基督教大
学卒、東京大学より博士号取得。
神奈川大学教授を経て2025年
より現職。主著に『米中対立』（中
公新書）、『トランプのアメリ
カ』（編書、東大出版会）。

イランの核施設３カ所を攻撃したことを国民向けに演説するトランプ大統領

荒
ぶ
る
超
大
国
・
米
国
に
対
し

日
本
企
業
と
政
府
が
す
べ
き
こ
と

WEDGE

OPINION

ト
ラ
ン
プ
２
・
０
以
降
、同
盟
国
へ
の
依
存
を
断
つ「
自
立
」の
動
き
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

日
本
は
米
国
と
の
付
き
合
い
方
を
見
直
し
、政
府
と
民
間
の
力
で
日
米
関
係
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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東京・池袋駅に溶け込んだ在日中国人に人気の中華料理店とカラオケ店の広告

在
日
中
国
人
が
増
加
し
て
い

る
。
法
務
省
の
統
計
に
よ
る

と
、
２
０
２
４
年
末
時
点
で

約
87
万
３
０
０
０
人
に
上
り
、
和
歌
山
県

の
人
口
（
約
88
万
８
０
０
０
人
）
と
ほ
ぼ

同
数
と
な
っ
た
。
00
年
以
降
は
右
肩
上
が

り
で
増
え
続
け
て
い
る
。
近
年
の
特
徴
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
数
億
円
以
上
の

財
産
を
持
つ
富
裕
層
や
幅
広
い
中
間
層
、

特
定
技
能
制
度
な
ど
で
来
日
し
た
労
働
者

層
な
ど
、〝
あ
ら
ゆ
る
層
〞
の
人
々
が
存

在
す
る
こ
と
だ
。

　

か
つ
て
は
国
費
留
学
生
な
ど
の
エ
リ
ー

ト
や
、
出
稼
ぎ
目
的
の
労
働
者
と
二
極
化

し
て
い
た
が
、
近
年
は
ま
る
で
「
ミ
ニ
チ

ャ
イ
ナ
」
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

　

特
に
感
じ
る
の
は
、
日
本
人
と
接
触
し

な
い
在
日
中
国
人
が
増
え
て
い
る
こ
と

だ
。
日
本
に
住
ん
で
い
る
の
に
、
日
本
語

を
話
せ
な
く
て
も
全
く
不
自
由
せ
ず
暮
ら

し
て
い
け
る
「
中
国
人
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
が
既
に
形
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

背
景
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
特
に
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
存
在
が
あ
る
。
中
国
で
は
14
〜
15

年
頃
か
ら
独
自
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
る
微
信

（
ウ
ィ
ー
チ
ャ
ッ
ト
）
が
本
格
的
に
普
及

し
た
が
、
そ
れ
は
す
ぐ
に
在
日
中
国
人
に

WEDGE  REPORT

急増する在日中国人
「日本の盲点」を直視し、国を守れ
在日中国人の数が想像以上に増え続け、日本の制度の網の目をくぐるように問題行動も増えている。
日本や国民を守るためにも、行き当たりばったりの日本の制度設計の在り方を、そろそろ改めるべきだ。

中島 恵   Kei Nakajima

ジャーナリスト

AP/AFLO
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	026_2509_34_sp1_医療_P1
	030_2509_34_sp1_医療_P2
	034_2509_34_sp1_医療_P3
	042_2509_34_sp1_医療_P5
	048_2509_34_sp1_医療_P6_re
	058_2509_19_Op2_米国
	070_2509_17_RP_中国

